
(57)【要約】

【課題】非常時に作動液体を漏らさずに機能解放が可能

なクラッチ機構のアクチュエータを提供する。

【解決手段】ピストンケース１３内に進退するアクチュ

エータピストン１４を備え、このピストン１４先端面と

ケース１３端部内壁面との間の圧力室１５から操作対象

となる機器へ液圧を付与する常用流路１７がピストンケ

ース１３に穿設してあるアクチュエータ１８について、

常用流路１７をリザーバタンク２８に結び且つ途中に開

閉手段としてのプラグ２０を有する液圧解放流路２１を

設けている。

　より具体的には、ピストンケース１３に設けたホルダ

１９に、液圧解放流路２１の常用流路接続部位として内

径が漸減するテーパ状部位を形成し、先端部位を円錐状

に形成したプラグ２０を液圧解放流路２１に螺合する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ピ ス ト ン ケ ー ス 内 に あ っ て モ ー タ の 回 転 に よ り 進 退 す る ピ ス ト ン を 備 え 、 当 該 ピ ス ト ン
先 端 面 と ケ ー ス 端 部 内 壁 面 と の 間 の 圧 力 室 か ら 操 作 対 象 と な る 機 器 へ 液 圧 を 付 与 す る 常 用
流 路 が ピ ス ト ン ケ ー ス に 穿 設 し て あ る ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ に お い て 、 前 記 常 用
流 路 を リ ザ ー バ タ ン ク に 結 び 且 つ そ の 途 中 に 開 閉 手 段 を 有 す る 液 圧 解 放 流 路 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 液 圧 解 放 流 路 の 常 用 流 路 接 続 部 位 を ピ ス ト ン ケ ー ス に 穿 設 し 、 当 該 流 路 接 続 部 位 に 開 閉
手 段 と し て の 切 換 プ ラ グ を 、 常 用 流 路 が 液 圧 解 放 流 路 に 連 通 し な い 状 態 、 ま た は 常 用 流 路
が 液 圧 解 放 流 路 に 連 通 す る 状 態 の い ず れ か に 位 置 し 得 る よ う に 螺 合 し た 請 求 項 １ に 記 載 の
ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 液 圧 解 放 流 路 の 常 用 流 路 接 続 部 位 を 圧 力 室 に 向 け て 内 径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 に 形 成 し 、
こ の テ ー パ 状 の 流 路 接 続 部 位 に 見 合 う よ う に 切 換 プ ラ グ の 先 端 部 位 を テ ー パ 状 に 形 成 し た
請 求 項 ２ に 記 載 の ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 運 転 者 自 身 が ク ラ ッ チ 操 作 や シ フ ト 操 作 を 行 な う マ ニ ュ ア ル ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン
に 代 え て 、 ク ラ ッ チ を 断 続 す る ア ク チ ュ エ ー タ 並 び に ギ ヤ 位 置 の シ フ ト 用 ア ク チ ュ エ ー タ
を 備 え た 機 械 式 オ ー ト マ チ ッ ク ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン を 動 力 伝 達 系 に 採 用 し 、 運 転 者 の 労 力
を 軽 減 す る よ う に し た 車 両 が 増 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 機 械 式 オ ー ト マ チ ッ ク ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン に 組 み 込 ま れ る ク ラ ッ チ 機 構
の 一 例 を 示 す も の で 、 運 転 者 に よ る ク ラ ッ チ 操 作 を 実 行 す る た め の ク ラ ッ チ ペ ダ ル １ と 、
該 ク ラ ッ チ ペ ダ ル １ の 踏 み 込 み 操 作 に よ っ て 液 圧 を 発 生 す る マ ス タ シ リ ン ダ ２ と 、 モ ー タ
３ に よ り 駆 動 さ れ て 液 圧 を 発 生 す る ア ク チ ュ エ ー タ ４ と 、 液 圧 を 受 け た 際 に 空 気 圧 に よ り
レ バ ー ５ を 介 し て ク ラ ッ チ を 断 状 態 に し 得 る ク ラ ッ チ ブ ー ス タ ６ と 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ
２ 、 ま た は ア ク チ ュ エ ー タ ４ か ら 液 圧 を 受 け た 際 に ク ラ ッ チ ブ ー ス タ ６ に 対 し て ク ラ ッ チ
断 作 動 の た め に 液 圧 を 伝 え る シ リ ン ダ ７ と を 備 え て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ ４ は 、 モ ー タ ３ に よ っ て 回 転 す る ウ ォ ー ム ８ と 、 該 ウ ォ ー ム ８ に 噛 合 し
且 つ ク ラ ン ク ９ を 有 す る セ ク タ ギ ヤ 状 の ウ ォ ー ム ホ ィ ー ル １ ０ と 、 前 記 ク ラ ン ク ９ に 基 端
部 分 が 枢 支 さ れ 且 つ ウ ォ ー ム ホ ィ ー ル １ ０ の 回 動 に 伴 っ て 押 し 引 き さ れ る プ ッ シ ュ ロ ッ ド
１ １ と 、 こ れ ら ウ ォ ー ム ８ 、 ウ ォ ー ム ホ ィ ー ル １ ０ 、 及 び プ ッ シ ュ ロ ッ ド １ １ を 収 納 す る
ハ ウ ジ ン グ １ ２ と 、 該 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 連 な り 且 つ プ ッ シ ュ ロ ッ ド １ １ の 先 端 部 分 が 出 入
す る ピ ス ト ン ケ ー ス １ ３ と 、 該 ピ ス ト ン ケ ー ス １ ３ 内 に あ っ て 基 端 部 分 が プ ッ シ ュ ロ ッ ド
１ １ に よ り ハ ウ ジ ン グ １ ２ と は 反 対 側 へ 向 け て 押 し 込 ま れ る ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン １ ４
と 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン １ ４ 先 端 面 と ピ ス ト ン ケ ー ス １ ３ 端 部 内 壁 面 の 間 の 圧 力 室
１ ５ に 介 在 し 且 つ プ ッ シ ュ ロ ッ ド １ １ 側 に 向 け て ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン １ ４ を 付 勢 す る
ス プ リ ン グ １ ６ な ど で 構 成 さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン ケ ー ス １ ３ の 先 端 部 分 に は 、 流 路 １ ７ が 穿
設 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 つ ま り 、 モ ー タ ３ の 回 動 に 伴 っ て プ ッ シ ュ ロ ッ ド １ １ が ピ ス ト ン ケ ー ス １ ３ の 先 端 側 へ
進 む と 、 ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン １ ４ の 移 動 に よ り 圧 力 室 １ ５ の 容 積 が 縮 小 し 、 流 路 １ ７
か ら シ リ ン ダ ７ へ 液 圧 が 加 わ り 、 ク ラ ッ チ が 断 状 態 と な る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ と は 反 対 に 、 プ ッ シ ュ ロ ッ ド １ １ が ピ ス ト ン ケ ー ス １ ３ の 基 端 側 へ 向 け て 退 く と 、
ス プ リ ン グ １ ６ が ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン １ ４ を 押 し 戻 す こ と に よ り 圧 力 室 １ ５ の 容 積 が
拡 大 し 、 シ リ ン ダ ７ に 液 圧 が 加 わ ら な く な り 、 ク ラ ッ チ が 接 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の ク ラ ッ チ 機 構 で は 、 通 常 は 制 御 ユ ニ ッ ト か ら の 指 令 に 基 づ い て モ ー タ ３ を 動 か し 、
ク ラ ッ チ の 断 接 を 行 な う こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 モ ー タ ３ な ど に 作 動 不 良 が 生 じ た 場 合 に は 、 圧 力 室 １ ５ か ら シ リ ン ダ ７ ま で の 間
に あ る ク ラ ッ チ 液 を 抜 き 取 り 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の 機 能 を 解 放 し て 、 ク ラ ッ チ ペ ダ ル １ の
踏 み 込 み に よ り 作 動 す る マ ス タ シ リ ン ダ ２ か ら の 液 圧 が シ リ ン ダ ７ に 加 わ る よ う に す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ７ ０ ８ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ク ラ ッ チ 機 構 の 作 動 液 体 に は 、 非 鉱 油 系 の 合 成 油 に 防 錆 剤 な ど を 配 合 し た ク ラ ッ チ 液 を
用 い て い る が 、 例 え ば 、 モ ー タ ３ の 故 障 時 に 、 運 転 者 に よ る 操 作 へ の 切 り 換 え に 際 し て 、
抜 き 取 っ た ク ラ ッ チ 液 が 車 体 や 機 器 に か か る と 、 そ の 塗 膜 が 剥 離 し た り 、 あ る い は 塗 膜 に
亀 裂 が 発 現 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 実 情 に 鑑 み て な し た も の で 、 非 常 時 に 作 動 液 体 を 漏 ら さ な い で 機 能 の
解 放 が で き る ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 ピ ス ト ン ケ ー ス 内 に あ っ て モ ー タ の 回 転 に よ り 進 退
す る ピ ス ト ン を 備 え 、 当 該 ピ ス ト ン 先 端 面 と ケ ー ス 端 部 内 壁 面 と の 間 の 圧 力 室 か ら 操 作 対
象 と な る 機 器 へ 液 圧 を 付 与 す る 常 用 流 路 が ピ ス ト ン ケ ー ス に 穿 設 し て あ る ク ラ ッ チ 機 構 の
ア ク チ ュ エ ー タ に お い て 、 前 記 常 用 流 路 を リ ザ ー バ タ ン ク に 結 び 且 つ そ の 途 中 に 開 閉 手 段
を 有 す る 液 圧 解 放 流 路 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 液 圧 解 放 流 路 の 常 用 流 路 接 続 部 位 を ピ ス ト ン ケ ー ス に 穿 設 し 、 当 該 流
路 接 続 部 位 に 開 閉 手 段 と し て の 切 換 プ ラ グ を 、 常 用 流 路 が 液 圧 解 放 流 路 に 連 通 し な い 状 態
、 ま た は 常 用 流 路 が 液 圧 解 放 流 路 に 連 通 す る 状 態 の い ず れ か に 位 置 し 得 る よ う に 螺 合 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 液 圧 解 放 流 路 の 常 用 流 路 接 続 部 位 を 圧 力 室 に 向 け て 内 径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 に 形
成 し 、 こ の テ ー パ 状 の 流 路 接 続 部 位 に 見 合 う よ う に 、 切 換 プ ラ グ の 先 端 部 を テ ー パ 状 に 形
成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 液 圧 解 放 流 路 の 途 中 に あ る 開 閉 手 段 を 開 き 、 圧 力 室 と そ れ に 付 帯 し て い る
常 用 流 路 を リ ザ ー バ タ ン ク に 連 通 さ せ 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 機 能 を 解 放 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ に よ れ ば 、 下 記 の よ う な 優 れ た 効 果 を 奏 し 得 る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ １ ） 開 閉 手 段 を 開 く と 、 圧 力 室 と そ れ に 付 帯 し て い る 常 用 流 路 が 液 圧 解 放 流 路 を 介 し
て リ ザ ー バ タ ン ク に 連 通 す る の で 、 モ ー タ な ど の 故 障 に よ る ア ク チ ュ エ ー タ の 機 能 解 放 に
あ た っ て 作 動 液 体 が 外 部 に 流 れ 出 さ ず 、 車 体 や 機 器 の 塗 膜 の 剥 離 、 あ る い は 塗 膜 へ の 亀 裂
の 発 現 を 防 げ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ２ ） ピ ス ト ン ケ ー ス に 穿 設 し た 液 圧 解 放 流 路 の 常 用 流 路 接 続 部 位 に 、 開 閉 手 段 と し て
の 切 換 プ ラ グ を 螺 合 さ せ れ ば 、 単 純 な 構 造 で ア ク チ ュ エ ー タ の 機 能 解 放 を 行 な え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ３ ） 液 圧 解 放 流 路 の 常 用 流 路 接 続 部 位 の 内 径 を 、 圧 力 室 に 向 け て 漸 減 す る テ ー パ 状 に
し 、 そ れ に 見 合 う よ う に 切 換 プ ラ グ の 先 端 部 を テ ー パ 状 に す れ ば 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 機 能
非 解 放 時 に 液 圧 が リ ザ ー バ タ ン ク へ 逃 げ ず 、 よ っ て 、 操 作 対 象 と な る 機 器 へ 液 圧 を 効 果 的
に 付 与 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 す も の
で あ り 、 図 中 、 図 ３ 及 び 図 ４ と 同 一 の 符 号 を 付 し た も の は 同 一 物 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ １ ８ は 、 先 に 述 べ た ア ク チ ュ エ ー タ ４ と 略 同 様 に 、 モ ー タ ３ 、 ウ ォ ー ム
８ 、 ウ ォ ー ム ホ ィ ー ル １ ０ 、 プ ッ シ ュ ロ ッ ド １ １ 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 、 ピ ス ト ン ケ ー ス １ ３
、 及 び ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン １ ４ な ど に よ り 構 成 さ れ 、 ピ ス ト ン ケ ー ス １ ３ の 先 端 部 分
に ホ ル ダ １ ９ を 一 体 的 に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ホ ル ダ １ ９ に は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン １ ４ に 向 け て プ ラ グ ２ ０ を 螺 合 可 能 で 、 流 路
（ 常 用 流 路 ） １ ７ へ 連 な る 液 圧 解 放 流 路 ２ １ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 液 圧 解 放 流 路 ２ １ は 、 ホ ル ダ １ ９ 端 面 か ら 流 路 １ ７ 側 へ 順 に 並 ん だ 、 大 内 径 部 位 ２ ２ 、
め ね じ 部 位 ２ ３ 、 中 内 径 部 位 ２ ４ 、 流 路 １ ７ に 向 け て 内 径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 部 位 ２ ５ 、
及 び 小 内 径 部 位 ２ ６ と 、 中 内 径 部 位 ２ ４ か ら チ ュ ー ブ ２ ７ を 介 し て リ ザ ー バ タ ン ク ２ ８ に
連 通 す る 連 結 部 位 ２ ９ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 プ ラ グ ２ ０ は 、 大 内 径 部 位 ２ ２ に 内 接 可 能 な 環 状 の シ ー ル 部 材 ３ ０ を 嵌 着 し た 基 端 部 位
３ １ 、 め ね じ 部 位 ２ ３ に 螺 合 す る 雄 ね じ 部 位 ３ ２ 、 及 び 液 圧 解 放 流 路 ２ １ の テ ー パ 状 部 位
２ ５ に 密 着 可 能 な 円 錐 状 テ ー パ 面 が 形 作 ら れ た 先 端 部 位 ３ ３ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 モ ー タ ３ を 動 か し て ク ラ ッ チ の 断 接 を 行 な う 通 常 時 に は 、 液 圧 解 放 流 路 ２ １ の テ ー パ 状
部 位 ２ ５ に 先 端 部 位 ３ ３ が 密 着 す る よ う に 、 プ ラ グ ２ ０ を ホ ル ダ １ ９ に 強 く 締 め 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 圧 力 室 １ ５ が 流 路 １ ７ を 介 し て 液 圧 解 放 流 路 ２ １ に 連 通 し な い 状 態 が 保 持
さ れ 、 液 圧 が 圧 力 室 １ ５ か ら リ ザ ー バ タ ン ク ２ ８ へ 逃 げ ず 、 ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン １ ４
の 往 復 動 に 応 じ て ク ラ ッ チ が 断 接 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 モ ー タ ３ の 故 障 時 に は 、 液 圧 解 放 流 路 ２ １ の テ ー パ 状 部 位 ２ ５ か ら 先 端 部 位 ３ ３ が 離 隔
す る よ う に 、 プ ラ グ ２ ０ を ホ ル ダ １ ９ よ り 緩 め る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 圧 力 室 １ ５ が 流 路 １ ７ 及 び 液 圧 解 放 流 路 ２ １ を 介 し て リ ザ ー バ タ ン ク ２ ８
に 連 通 す る 状 態 に 切 り 換 わ り 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ８ の 機 能 が 解 放 さ れ 、 ク ラ ッ チ ペ ダ ル １
の 踏 み 込 み に よ る ク ラ ッ チ が 断 接 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の と き 、 プ ラ グ ２ ０ の 基 端 部 位 ３ １ に 嵌 着 し て あ る シ ー ル 部 材 ３ ０ が 、 液 圧 解 放 流 路
２ １ の 大 内 径 部 位 ２ ２ に 内 接 し て い る の で 、 ク ラ ッ チ 液 が 外 部 に 流 れ 出 さ ず 、 車 体 や 機 器
の 塗 膜 の 剥 離 、 あ る い は 塗 膜 へ の 亀 裂 の 発 現 を 防 げ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 な お 、 本 発 明 の ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 の み に 特 に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論
で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 様 々 な 車 種 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ク ラ ッ チ 機 構 の ア ク チ ュ エ ー タ の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 す 概 念 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ に 関 連 す る ホ ル ダ 及 び プ ラ グ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 機 械 式 オ ー ト マ チ ッ ク ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン に 用 い ら れ る ク ラ ッ チ 機 構 の 一 例 を 示
す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 関 連 す る ア ク チ ュ エ ー タ の 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 ３ 　 モ ー タ
　 １ ３ 　 ピ ス ト ン ケ ー ス
　 １ ４ 　 ア ク チ ュ エ ー タ ピ ス ト ン
　 １ ５ 　 圧 力 室
　 １ ７ 　 流 路 （ 常 用 流 路 ）
　 ２ ０ 　 プ ラ グ （ 開 閉 手 段 ／ 切 換 プ ラ グ ）
　 ２ １ 　 液 圧 解 放 流 路
　 ２ ５ 　 テ ー パ 状 部 位 （ 液 圧 解 放 流 路 の 常 用 流 路 接 続 部 位 ）
　 ２ ８ 　 リ ザ ー バ タ ン ク
　 ３ ３ 　 先 端 部 位
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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